
  

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





  

 

■今後の展望 

細胞膜プロトンポンプの遺伝子は多くの植物種に保存されています。したがって、ゲノム編集技術を用い

てさまざまな細胞膜プロトンポンプ活性化作物を作成できる可能性があります。今後は本研究成果を応用

展開することで、肥料投与を抑えた条件でも高い収量が得られるような低投入持続型農業への貢献を目指

します。 

 

■用語解説 


